
テレビ報道の現場 

 

 『東海ジャーナリスト』105 号の巻頭に「テレビ・新聞が危ない」と書いた。表題は

朝日新聞 3 月 30 日の TBS「報道特集」キャスター金平茂紀さんへのロングインタビュ

ーである。示唆に富む発言が多く、

一部でも紹介したい。 

 

「記者一人ひとりが『内面の自

由』を持っているのに、記事を書

く前から社論に逆らってはいけ

ないという意識が働いている。そ

れが広く企業ジャーナリズムの

中に蔓延している。権力を監視す

る番犬『ウォッチドッグ』である

ことがジャーナリズムの最大の役割です。しかし現実には記者のほうから政治家や役人

にクンクンすり寄り、おいしい餌、俗に言う特ダネをあさっている。こんな愛玩犬が記

者の多数を占めれば、それはジャーナリズムではない。かまない犬、ほえない犬に、な

ぜだといっても『僕らはほえないようにしつけられてきた。かみつくと損になるでしょ。

そう教えられてきた』。そんな反応が現場の記者から返ってくるわけです」 

「ジャーナリズム精神の継承に失敗した責任を痛感しています。僕自身も含め、過去

を学び、やり直さないといけない。安保法制、沖縄の基地問題、歴史認識や福島第一原

発事故など、僕らの国のテレビは独立・自立した存在として、報じるべきことを報じて

いるのか。自責、自戒の念がわきあがってきます」「戦争の翼賛体制下でメディアは何

をしてきたのか。放送も新聞も権力の言いなりとなり、国策と一体化した報道をやった

『前歴』がある。戦後、その反省に立ち、放送局は政治権力から独立し、国家が番組内

容に介入してはならぬ、という精神で放送法が生まれた。電波は国民のものであり、自

主・自律・独立でやっていく。放送の原点です。ところが、政権側には、電波はお上の

ものであり、放送局を法律で取り締まるという逆立ちした感覚しかありません」 

「2008 年 3 月、筑紫(哲也)さん最後の出演で語った言葉が忘れられません。『大きな

権力を持っている者に対して監視の役を果たす』『少数派であることを恐れない』『多様

な意見を提示し、社会に自由の気風を保つ』。筑紫さんは、この 3 点を『NEWS23 の

DNA だ』と遺言のように語って、逝きました。それがいま、メディアに携わる人たち

に共有されているのかどうか。責任を感じています」 



「記者の仕事は孤独な作業です。最後は個ですから。過剰に組織の論理に流れ、全体

の空気を読んで個を殺していくのは、記者本来の姿ではありません。それでも一人ひと

りの記者たちが、会社の壁を越え、つながっていくこともできる。声を上げるには覚悟

がいるけども、それを見ている次の世代が、やがて引き継いでくれるかもしれない。萎

縮せず、理不尽な物事にきちんとものを言う若い仲間たちが実際に育ってきているのを

つい最近も目撃しました」「『報道なんてこんなもの』とか、『視聴者や読者はそんなも

ん求めてねえよ』と、シニシズム(冷笑主義)に逃げ込んではいけません。僕らの仕事は、

市民の知る権利に応えるためにあるのです。報道に対する市民の目が厳しい今だからこ

そ、一番の根本のところを考えてほしいと思います」 

 

                              (2016年4月3日) 


